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要　　旨

兵庫県西宮市越木岩神社には兵庫県の天然記念物に指定されているヒメユズリハ林（二次遷移の途上にあ

る照葉樹林）が分布している．本社叢の植物相，種組成の現状と特徴を明らかにするために植物相調査と植

生調査を実施した．植物相調査の結果，ヒメユズリハ林では 40種の照葉樹林構成種が確認された．ヒメユ

ズリハ林の樹林面積から期待される照葉自然林の照葉樹林構成種数を推定したところ，ヒメユズリハ林の照

葉樹林構成種数は照葉自然林のそれの 77.8 % または 81.5 % であると推定された．植物相調査と植生調査

の結果をヒメユズリハ林と照葉自然林の間で比較したところ，ヒメユズリハ林ではシイ類をはじめとする多

くの照葉樹林構成種が欠落する傾向が認められた．ヒメユズリハ林における照葉樹林構成種の欠落には，1）

この樹林がアカマツ林に由来していることと 2）照葉樹林構成種の供給源である照葉自然林までの距離が非

常に長いことが大きく関係していると考えられた．
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（2019 年 6月 4日受付，2019 年 7月 30日受理，2019 年 12 月 27日発行）

はじめに
　

兵庫県西宮市の市街地に位置する越木岩神社の境内に

はヒメユズリハ，ヤマモモ，ヤブニッケイなどが優占

する照葉樹林（以下，ヒメユズリハ林）が分布してい

る．この社叢は兵庫県の天然記念物，兵庫県版レッドデ

ータブック（兵庫県農政環境部環境創造局自然環境課，

2010）の Cランクおよび西宮市の景観樹林保護地区に

指定されている．

越木岩神社のヒメユズリハ林と同様の相観および種組

成を有するヒメユズリハ林は西宮市以外の地域にも分布

しており，兵庫県では六甲山系の南側地域に点在してい

ることが知られている（中西ほか，1982）．これらのヒ

メユズリハ林は半自然植生（二次遷移の途中相）であり，

その種組成は照葉自然林のそれと比べて単純であると報

告されている（中西ほか，1982; 服部・中西，1983）．

しかし，越木岩神社のヒメユズリハ林は社叢としての文

化財的価値を有しているほか，都市林としての景観的価

値や市街地における生物多様性保全の場としての価値な

ども有しており，その存在は極めて重要であるといえる．

本樹林を今後も適切に保全していくためには，第一段階

としてその現状を詳しく把握することが必要である．し

かし，越木岩神社のヒメユズリハ林を対象とした調査は

1979 年以降ほとんど行われていないため（兵庫県生活
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部自然課，1978; 西宮市教育委員会，1979），その現

状については不明な点が多い．また，過去の調査では植

生調査は実施されているものの，植物相調査はまったく

行われていない．ヒメユズリハ林の実態解明のためには

植物相調査の実施も必要であると考えられる．

そこで本研究では，越木岩神社のヒメユズリハ林を対

象に植物相調査と植生調査を実施し，これらの調査結果

を周辺地域に分布する照葉自然林の調査結果と比較する

ことで，ヒメユズリハ林の植物相，種組成の現状と特徴

を明らかにすることを目的とした．

調査地
　

本研究では兵庫県西宮市越木岩神社の境内に分布する

ヒメユズリハ林を調査対象とした（図1，写真1，写真2）．

本樹林の分布域の面積（以下，樹林面積）は 11,000 

m2，海抜範囲は 85 m‒105 m，海岸線からの最短距離

は3.6 kmである．調査地の地形は大部分が緩傾斜地で，

地質は砂礫，砂，シルト，粘土から構成される中・低位

段丘層（兵庫県土木地質図編纂委員会，1996）である．

調査地は気候的には暖温帯の下部に属し，年間を通じて

降水量の少ない瀬戸内式気候の影響下にある．調査地か

ら最も近い気象観測所（神戸，海抜 5.3 m）の年平均

気温は 16.7 ℃，最寒月の月平均気温は 5.8 ℃，年降水

量は 1,216.2 mmである（気象庁の「過去の気象デー

タ」，1981 年 ‒2010 年の平均値，付記を参照）．

方　　法

現地調査

2011 年 2 月から 2014 年 12 月までの期間にヒメユ

ズリハ林の植物相調査と植生調査を実施した．植物相調

査では林内をくまなく踏査し，出現した維管束植物の種

名を記録した．植生調査ではまず，階層構造がよく発達

している林分に 8個の調査区を設置した．林冠に明瞭

なギャップが存在する林分は調査対象から除外した．調

査区の面積は斜距離に基づく 100 m2（10 m× 10 m）

とした．各調査区において林分の階層を区分し，各階層

の高さと植被率（%）を記録した．階層は高木層（林冠

層），第 1低木層，第 2低木層，草本層の 4層，または

亜高木層を含む 5層とした．階層の区分は目視によっ

て行い，葉群の分布を区分の目安とした．次に，階層ご

とに全維管束植物の出現種のリストを作成し，各出現種

の被度（%）を記録した．被度の最小値は0.01 %とした．

林冠木については幹ごとに胸高周囲を測定し，後日，こ

のデータから林冠木の胸高直径と胸高断面積を算出し

た．このほか，調査地の立地条件として海抜，傾斜角度，

斜面方位を記録した．

データ解析

西宮市は兵庫県南東部に位置している．兵庫県南東部

の暖温帯下部ではシイ類の優占する照葉自然林が各所に

分布している．このタイプの照葉樹林は気候的極相で

あると考えられており，植物社会学上の群落単位であ

るコジイ－カナメモチ群集Photinio‒Castanopsietum 

cuspidatae Nakanishi et al. 1977 に位置づけられ

ている（Nakanishi and Hattori, 1979; 服部・中西，

1983; 服部ほか，2012）．調査地は崖地や湿地などの

ような特殊な場所ではないので，調査地には気候的極相

が成立しうると考えられる．そこで本研究では，兵庫県

南東部に分布するシイ型の照葉自然林をヒメユズリハ林

の比較対象とし，その既発表データを用いて下記の解析

を行った．

植物相調査のデータをもとにヒメユズリハ林の照葉樹

林構成種リストを作成した．照葉樹林構成種とは照葉樹

林の閉鎖林分を構成する種または閉鎖林分に分布の中心

を持っている種のことであり（Hattori et al., 2004），

ヤブツバキクラスCamellietea japonicae Miyawaki 

et Ohba 1963 域での遷移後期種または極相種に位置

づけられる．照葉樹林構成種の区別はHattori et al. 

(2004) に従った．ヒメユズリハ林に生育する照葉樹林

構成種の中には，庭園や公園，街路などの植栽個体から

逸出して野生化した種（例えば，イヌマキ，クスノキ，

トベラ，マサキ，シャリンバイ）が含まれていると考え

図 1 調査地の位置．
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られるが，これらの逸出種と自生種を正確に区別するこ

とは非常に難しいので，本研究では逸出種を含むすべて

の照葉樹林構成種をリストに加えた．

Ishida and Hattori (2006) は兵庫県南東部に分布す

る照葉自然林の植物相と樹林面積の関係について検討

し，照葉樹林構成種数と樹林面積の関係が下記のモデル

（前者：Gleason モデル，後者：Arrhenius モデル）に

よく適合することを報告している．

S ＝ - 35.24 + 21.44 log A

Log S ＝ 0.766 + 0.229 log A

ここで，S は照葉樹林構成種数，A は樹林面積（m2）

を表す．本研究では，これらの回帰式にヒメユズリハ林

の樹林面積（11,000 m2）を代入し，この樹林面積か

ら期待される照葉自然林の照葉樹林構成種数を算出し

た．また，当地域の照葉自然林から得られた植物相調査

データ（石田ほか，1998）をもとに，10,000 m2 以下

の樹林（23 地点，樹林面積は 250 m2‒10,000 m2，

Locality no. 7‒29）における照葉樹林構成種の出現頻

度（出現地点数／総地点数）を算出し，出現頻度が

20%以上で，かつヒメユズリハ林に生育していない種

の抽出を行った．10,000 m2以下の樹林を対象とした

のは，樹林面積が照葉樹林構成種の分布を規定する大き

な要因の一つであることが既往研究（石田ほか，1998，

2001; 服部・石田，2000）によって示されているから

である．

ヒメユズリハ林と照葉自然林の種組成の相違を明ら

かにするために，植生調査によって得られたデータと

Nakanishi and Hattori (1979) の植生調査データ（兵

庫県南東部の照葉自然林のデータ，Locality no. 12）

を比較し，各森林タイプの識別種を抽出した．抽出の

基準としては植物社会学における群落適合度（佐々木，

1973; 宮脇ほか，1994）の適合度級Ⅴ（または 5）を

採用した．群落適合度は群落単位に対する植物種の偏在

性の程度を評価するための指標であり，上述したⅤの判

定基準に該当する種は独占種（exclusive species; あ

る群落単位にほとんど完全に限定されている種）と呼ば

れている（佐々木，1973）．ただし，いずれの森林タイ

プにおいても出現頻度が 20 %以下の種は解析の対象か

ら除外した．この理由は，森林タイプ間の出現頻度の差

がサンプリング誤差に起因する可能性が高いと考えられ

るからである．

種の和名および学名は米倉浩司・梶田 忠の「BG 

Plants 和名―学名インデックス　YList」（付記を参照）

に従った．

結　　果
　

植物相調査で確認されたヒメユズリハ林の照葉樹林構

成種数は 40 種であった（表 1）．一方，ヒメユズリハ

林の樹林面積から期待される照葉自然林の照葉樹林構成

種数は Gleason モデルが 51.4 種，Arrhenius モデル

が 49.1 種であった．これらの種数に対するヒメユズリ

ハ林の照葉樹林構成種数の比率を求めたところ，それぞ

れ 77.8 %，81.5 % という結果が得られた．

石田ほか（1998）の植物相調査データをもとに照葉

自然林での出現頻度が 20 %以上で，かつヒメユズリハ

林に生育していない種の抽出を行った．その結果，ツブ

ラジイ，シュンラン，アセビ，ノキシノブ，シキミ，ナ

ナミノキなど 24種が抽出された（表 2）．

植生調査で得られたデータ（表 3）を集計した結果，

ヒメユズリハ林の林冠木の胸高断面積合計は 42.1 m2 /

ha（全調査区の合計値から算出した値），林冠木の最大

胸高直径の平均値は 47.8 cm，高木層（林冠層）の高

さの平均値は 15.9 m，調査区あたりの全層の照葉樹林

構成種数の平均値は 14.0 種であった．

ヒメユズリハ林と照葉自然林の種組成を比較したとこ

ろ，前者の識別種としてイヌマキ，ヒメユズリハ，イヌ

ビワ，ムクノキ，ツタの 5種が，後者の識別種として

シイ類，テイカカズラ，ソヨゴ，ナナミノキ，ヒイラギ，

イタビカズラなど 11種が抽出された（表 4）．

考　　察
　

植物相調査の結果から，ヒメユズリハ林の照葉樹林構

成種数は照葉自然林のそれの 77.8 % または 81.5 % で

あると推定された．しかし，ヒメユズリハ林に出現した

照葉樹林構成種（表 1）の中には複数の逸出種（イヌマ

キ，クスノキ，トベラ，マサキ，シャリンバイなど）が

含まれている可能性が高いので，ヒメユズリハ林の自生

種数は今回確認された 40種を下回ると考えられる．ま

た，ヒメユズリハ林と照葉自然林の植物相を比較した結

果，ヒメユズリハ林では照葉自然林に生育する種が数多

く欠落していることが示唆された（表 2）．これらのこ

とを考え合わせると，ヒメユズリハ林の植物相は照葉自

然林のそれよりもかなり貧弱であると評価することがで

きよう．一方，植生調査の結果（表 3，表 4）をみると，

ヒメユズリハ林ではシイ類をはじめとする多くの照葉樹

林構成種が欠落する傾向が認められた．このことから，

ヒメユズリハ林の調査区スケールの種組成は照葉自然林

のそれよりも明らかに単純であることが確認された．六

甲山系の南側地域に点在するヒメユズリハ林は照葉自然

林と比べて種組成が単純であると報告されている（中西

ほか，1982; 服部・中西，1983）．今回の調査結果はこ

の報告の内容を支持していると同時に，ヒメユズリハ林

の種組成が過去の調査から 30年以上経過した現在も依

然として単純であることを示している．このことは，ヒ
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表 1 越木岩神社のヒメユズリハ林に出現した照葉樹林構成種とその出現頻度 (%)．出現頻度

は植生調査データ（n=8）から算出した．



石田 他 ： 越木岩神社のヒメユズリハ林

― 79 ―

表 2 照葉自然林（n=23）の植物相における出現頻度が 20%以上で，かつ越木岩神社のヒメユズリハ林
に出現しなかった照葉樹林構成種．

メユズリハ林の保全・育成を進めていく上での一つの課

題であると考えられる．

越木岩神社のヒメユズリハ林では 1968 年に植生調査

が実施されているが，兵庫県生活部自然課（1978）に

よると，当時のヒメユズリハ林の林冠層にはアカマツが

多くみられたという．アカマツは里山林（薪炭林，農用

林）の代表的な優占種であることから，越木岩神社のヒ

メユズリハ林はアカマツの優占する里山林（以下，アカ

マツ林）から遷移した樹林であると考えられる．越木岩

神社から 2.5 km東方に位置する岡田山には林冠層の高

さが 15 m‒ 20 mのヒメユズリハ林が分布しているが，

この樹林もアカマツ林から遷移した樹林であると報告さ

れている（野嵜ほか，2006）．兵庫県南東部のアカマツ

林にはシイ類はほとんど分布しておらず，また，他の照

葉樹林構成種もわずかしか生育していないので（中西ほ

か，1982），成立直後のヒメユズリハ林の照葉樹林構成

種数は非常に少なかったと考えられる．その後，照葉樹

林構成種数は周囲からの種子・胞子の散布によって徐々

に増加していったと推察されるが，越木岩神社のヒメユ

ズリハ林の周囲 7.2 km以内には照葉自然林はまったく

分布していないので，重力散布型の種子を生産するシイ

類はヒメユズリハ林に侵入することができず，また，照

葉自然林に偏在する他の照葉樹林構成種の侵入も非常に

困難であったと考えられる．したがって，越木岩神社の

ヒメユズリハ林における照葉樹林構成種の欠落には次の

二つの要因，すなわち 1）この樹林がアカマツ林に由来
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表 3 越木岩神社のヒメユズリハ林に関する植生調査の結果．
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表 4 越木岩神社のヒメユズリハ林（A）と照葉自然林（B）の種組成を比較した結果．I-Vは常在度．



― 82 ―

人と自然　Humans and Nature no.30 (2019)

していることと 2）照葉樹林構成種の供給源である照葉

自然林までの距離が非常に長いことが大きく関係してい

ると考えられる．また，緩傾斜地に広がるヒメユズリハ

林はハビタットの多様性が極めて低いといえるので，こ

のことも照葉樹林構成種の欠落の一因であると考えられ

る．宮崎神宮の社叢として保全されている林齢約 100

年の照葉人工林を調査した服部ほか（2010）も，照葉

人工林の照葉樹林構成種数は照葉自然林のそれよりも少

ないことを報告し，その要因として地形条件の単純さを

あげている．なお，西宮市教育委員会（1979）による

と，越木岩神社のヒメユズリハ林はかつて様々な人為攪

乱（林内への人の立ち入り，落葉落枝の採取，清掃など）

を受けており，このことが林床植生を著しく荒廃させて

いたという．ヒメユズリハ林における照葉樹林構成種の

欠落にはこのような人為攪乱も関係しているかもしれな

い．

越木岩神社のヒメユズリハ林は二次遷移の途中相であ

るが，ヒメユズリハ林の周囲 7.2 km以内には照葉自然

林はまったく分布していないので，このような状況が改

善しないかぎり，気候的極相の優占種であるシイ類がヒ

メユズリハ林に侵入・定着し優占することは非常に難し

いといえる．したがって，越木岩神社ではヒメユズリハ

林がこれからも長期にわたって存続する可能性が高いと

考えられる．また，このようなヒメユズリハ林は気候的

極相の前段階にある植生，すなわち亜極相とみなすこと

ができると思われる．
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